
 

 

 

 

暑くなって参りました 
雨空が続く今日この頃ですが、皆さんいかがお過ごしでしょうか、お元気でいらっしゃいますか。この時期はいつも天気を気にしての

計画やお出かけとなるのですが、なかなか予定通り行かないものです。何故だか大事な日に限って悪天候だったりします。そんな梅雨

時期ですが、これまた降雨が少ないとなるとまた大変です。作物の生育が遅れたり、夏の水不足になったりします。やはり降る時には

降った方が良いですね。ただ最近は異常気象のせいか災害級の大雨が発生する事も多いので、皆さんその際にはくれぐれも注意しましょう。

また梅雨の晴れ間は気温も高く湿気も多いので、熱中症にも気を付けましょう。 

 さて７月に入り暑さも増して参りましたが、そんな時はやはり高原で涼むのが良いのではないでしょうか。この辺りには美ヶ原をはじめ山

や高原が多いので涼むには最適です。と、言う訳でもないのですが、オヤジは先月に「愛妻の丘」という所へドライブに行ってきました。

勿論愛妻の丘と言うぐらいですから、奥さんと行きました。行った事があるよ！という方もおられると思いますが、場所は群馬県の嬬恋村

（つまごいむら）にあります。以前から動画等で知ってはいたのですが、なかなか行く機会が無く今回行ってみました。佐久からだと浅間サ

ンラインから県道 94号で湯ノ丸高原へ上り、そのまま 94号を下って行けばつまごいパノラマラインに出ますのでそこを左に行けば

あります。この、つまごいパノラマラインは両側にキャベツ畑が広がる快適な道で、北軽井沢から草津まで繋がっています。 

 愛妻の丘ですが駐車場はありますが売店やトイレなどを含め、これといった施設は在りません。しかしながらオヤジが行った時には県外ナ

ンバーの車やバイクも沢山来ていました。また丘ですからそんなに大きなものではありませんが、登れば広くて青々したキャベツ畑や山々が

望めます。また木の下にカップルが座りそうなおしゃれなベンチがありますし、ウッドデッキには鐘が付いていたりしています。そこに設置

してある看板には愛妻家テルミ原則なるものがあり、5原則が書かれていましたので、それを皆さんに紹介したいと思います。 

1.やってみる、妻が喜ぶ家事ひとつ 2.出してみる、気づいた時の感謝の言葉 3.聞いてみる、世間ばなしと今日の出来

事 4.捨ててみる、ミエ、テレ、タテマエ、セケンテー 5.なってみる、恋した頃の触れ合う気持ちというものです。 

オヤジとしては 1 の家事は家庭内ですでに色々とやらされて、いややっておりますので問題はありません。2の感謝の言葉ですが、我が家 

では言葉も大事ですが、物品提供がとても効果を発揮しておりま

す。また 3の聞いてみるですが、いつも奥さんと色々と話をして聞

いております。が、明日出かける等、大事な事はオヤジが聞き逃し

ているのか奥さんが言っていないのかで揉めますが、オヤジがいつ

も謝っております。4の捨ててみるですが、もうすでにミエもセケ

ンテーもテレも無く、転倒骨折オヤジはこの先奥さんにバイクも自

分も捨てられない様に静かに、気を使っているのが実情でありま

す。そして最後の 5 ですが、おかげ様でオヤジは喧嘩しながらも

夫婦仲良く過ごしております。 

 と、まあ冗談？も交えて書きましたが、皆さんのお宅ではどうで

しょうか？夫婦仲良くしていますでしょうか。それにしても嬬恋を

もじって、愛妻の丘とは良いネーミングを考えたなとオヤジは思っ

ております。佐久からは一時間ちょっと位で着きますので時間があ

ればドライブがてら、高原を走りながら奥さんと、また恋人、家族

で行ってみるのも良いのではないかと思います。 

今回オヤジは愛妻の丘を見た後、真田方面を通って帰ってきまし

たが、今度はバイクでこのパノラマラインを走ってみようかなと思

っています。近くであってもこの道はまだ走った事はありませんし

涼しい夏のルートとしては景色も良いですから、他のルートと合わ

せてツーリングしたいなと考えております。 

オヤジライダー、ライダーなら知っているバイク神社にも行って

来ました。埼玉県小鹿野町にある小鹿神社です。下仁田町から

県道 45号その先国道 299号沿いにあります。佐久からだと２時間

程です。バイク神社だけあってさすがにバイクだらけでした。中に

は娘さんとタンデムでツーリングに来ているお父さんもおりまし

た。去年やらかしているオヤジライダーは、早速神様に交通安全を

真剣にお願いしてきました。また、お守りのシールとこれまた定番

のナンバープレートのボルト型になったお守りも買ってきました。

シールはオフロードバイクに、ボルトは新車に取付けております。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
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梅 

答えは裏面をみてね！  


